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　内発協は1月10日（木）、東京・九段下のホテルグ

ランドパレスで「平成20年 新年賀詞交歓会」を開催

しました。

　冒頭、開会挨拶に立った竹野正二会長は「当協会

の業務は非常時の発電設備がいかにその責務を果た

せるかを目指しています。公益性の高い業務だと

思っています。引き続き注力して取り組んでいきま

す」と述べました。続いて、来賓挨拶として、原子

力安全・保安院 電力安全課の櫻田道夫課長より祝

辞をいただきました。

　挨拶の後、当協会副会長の福井徹・ダイハツディー

ゼル株式会社常務取締役が「時代のニーズに対応し

て干支のねずみのようにきびきびコツコツ仕事に邁

進していこう」と述べて乾杯の音頭で懇親へ移り、

平成20年のスタートを切りました。

　賀詞交歓会には会員会社、関係省庁、関係団体な

どから231名が参加しました。竹野正二会長、櫻田

道夫課長の挨拶要旨は次のとおり。

　新年、明けましておめでとうございます。

　本日は、当協会の賀詞交歓会に多数の方々がお集
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竹野会長「公益性の高い業務に注力」

まりいただきまして有り難うございます。

　来賓の皆様には、大変お忙しい中、原子力安全・

保安院 電力安全課長の桜田道夫様、消防庁予防課

専門官の渡辺剛英様にご出席いただき有り難うござ

います。

　本年度は、平成20年代の幕開けの年でもあり、ま

た、干支のはじめの「子」の年であり、新しい気分

で新年を迎えられたことと思います。しかし、サブ

プライムローンと原油高の影響により、米国の景気

後退が予想されており、米国の株価の急落とこれに

伴うわが国の株価の急落という波乱に富んだ幕開け

になりました。特に原油の高騰は、コージェネ設備

の普及の足を引っ張り、皆様の会社の業績にも影響

するのではないかと懸念しております。

　当協会の業務につきましては、皆様のご協力により、

本年度も前年度並みに推移するものと思われます。

　製品認証事業におきましては、昨年11月に、非常

用予備発電設備の総務大臣から登録認証機関として

の更新を受けました。認証件数の実績については、

現在までのところ昨年を若干上回っています。

　自家用発電設備に係わる専門技術者事業におきま

しては、可搬形発電設備の受験者数が、大幅に増加

しています。これは経済産業省の通達の変更もあり、

可搬形発電設備の使用者である建設業関係者が建設

現場の安全確保に対する意識の高揚が影響したもの

と思っています。

（5面につづく）

福井  徹・副会長（ダイハツディーゼル常務取締役）の発声で乾杯

あいさつする竹野正二会長

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

平成20年　賀詞交歓会
あいさつ要旨

社団法人日本内燃力発電設備協会

竹野  正二  会長　　　
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（4面からのつづき）

　専門技術者養成のための講習・試験は、現場の

工事を行う人の性能の向上にも大きく役立つもの

と思っています。中越沖地震の際の発電設備の被害

状況を見ましても、現場の工事の冷却水配管や燃料

配管が地震により損傷し、冷却水配管の損傷によっ

て自家発電設備が運転を停止したことが、設備メー

カーから報告されています。

　当協会の業務は、発電設備から感電や火災になら

ないか、また、非常時の発電設備がいかにその責務

を果たせるかを目指しています。このような観点か

ら、公益性のある業務だと思っています。引き続き

業務に注力して取り組んでいきます。本年12月には、

公益法人制度改革に関する法令が施行されます。5

年間の猶予期間はありますが、当協会もこれに対応

して、伊藤専務理事を中心に検討を開始しています。

以上のような観点から当協会は、公益性の強い業務

を行っているという方針の下に検討していきたいと

思っています。

　本年も会員会社のご発展とご出席の皆様のご健勝

を祈念して、ご挨拶といたします。

　厳しい経済状況の中で気持ちを新たに取り組みま

しょう。仕事の無駄を省きコストカットを実行して

も、安全確保・品質保証をおろそかにしてはいけない。

　皆様には、安全確保・品質保証・法令遵守（コン

プライアンス）の3点にしっかりと取り組まれるよ

うお願いします。

来賓としてあいさついただいた櫻田道夫・電力
安全課課長

原子力安全・保安院 電力安全課

櫻田  道夫  課長 　　

窪田篤・副会長（明電舎執行役員）
の中締めで閉会

内発協賀詞交歓会の会場

　平成20年を迎え、皆様のますますのご発展をお祈

りします。
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